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研究成果の概要（和文）：研究費を使って雇用した研究補助の学生の貢献もあり、社会調査データと医療機関デ
ータを地理的に結合する作業が完了した。これにより、データを用いた分析が可能となった。研究期間中に得ら
れた特に重要な発見は、(1) 無償ARTの提供機関がボツワナ全土で漸次的に拡大する様子には時間的・空間的な
ばらつきがあったこと、(2) 差の差法による因果推論分析の前提条件である、介入前期間におけるアウトカム変
数の事前トレンドが有意に非平行でなかったこと、の2つである。この2つの発見により、差の差法による因果推
論分析が不可能ではない蓋然性が高いことがわかった。

研究成果の概要（英文）：With the research grant I obtained herein, I have been supported by two 
excellent research assistants who were students at Waseda University, which helped successfully 
merge the social survey data and health facility data using geographical information and start the 
statistical analysis. Among all the findings during the grant period, two most important are: (1) 
There was a substantial geo- and time-variation in the expansion of the free anti-retrovital therapy
 (ART)-providing facilities across Botswana; and (2) the difference in the time trend of outcome 
variables (under-age pregnancies in our analysis) in the pre-expansion period turns out to be 
statistically insignificant between areas that later had a nearby facility starting to provide free 
ART and the others. These two findings suggest that a further difference-in-difference analysis of 
the impact of free ART expansion on risky sexual behaviours can be an appropriate analytical 
strategy.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、治療へのアクセスを拡大することで感染症の予防行動が減少するという理論予測通りの行動変化が実
際に起きたのか、データを用いて検証することを目的とし、HIV感染者率が世界の中でも極めて高いボツワナに
おける無償ART提供政策の効果測定に取り組んだ。そのために、HIVの検査結果を含む社会調査データと、無償
ART提供状況のデータを、地理的に結合し、差の差法による因果推論分析に取り組んだ。研究期間中に論文完成
までは至らなかったが、今後解析と論文執筆を進めて、HIV/AIDSはもちろん、疾病予防において最も重要な問い
の一つに関する信頼性の高いエビデンスを発表する下地が得られたことは意義深い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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図 1. 無償 ARTの提供医療機関の地理的分布 
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図 2. 調査地域と最寄りの無償 ART提供医療機関までの距離の分布 
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